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　ハルペラ目は主に水生昆虫の腸内に付着生活する菌類であり，国内の記録は 21 種に限られる．本菌類相の解
明には，地域を限定した比較のためのリスト作りが必要であると考え，茨城県の筑波山を参照地域として河川の
上流地域の生息種を記録してきた．今回は，同県内中下流域を対象とした．茨城県常陸大宮市の久慈川富岡橋付
近を調査地として，2020 年 9 月下旬から 2021 年 3 月まで 2 週間に 1 回採集を行った．水中の石を起こして流下
する水生昆虫を網で捕獲し各種昆虫を解剖した．11月中旬までトビイロコカゲロウ属 (Nigrobaetis sp.)（コカゲロ
ウ科，カゲロウ目）の一種が採集され，その後腸に円筒形のトリコスポア（離脱性胞子嚢）を持つ菌体を認めた．
本胞子は 2 本の短い付属糸と 1 本の長い付属糸を伴い，この特徴から Glotzia 属と同定した．トリコスポアは約
55 × 4 μm，接合胞子は双円錐形で約 30 × 11 μmであった．特に接合胞子の付属糸が長く，最長 150 μmを超えた．
このような長い付属糸を伴った接合胞子を持つ既知種はなく，未記載種であると考えられた．日本では同じくコ
カゲロウ科からシロハラコカゲロウ (Baetis thermicus) を宿主として Zygopolaropsis sphaerica が筑波山から記載さ
れている．しかし，本宿主は上流の生息種であり今回の採集地では採集されなかった．トビイロコカゲロウ属の
一種は，中流域に主に分布の中心のある種で，同様に筑波山では採集されていない．また，Z. sphaerica も今回の
トビイロカゲロウ属の一種からは認められなかった．今後，久慈川に同所的に生息するコカゲロウ科の別種の調
査も行い，今回の Glotzia sp.の宿主特異性を解明したい．
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日本産地衣類タラヨウノビッソロマ (Byssoloma subdiscordans) の分類学的再検討
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Taxonomic re-examination of Byssoloma subdiscordans in Japan by K. Miyazawa1), Y. Ohmura2), M. 
Chaki3), Y. Yamaoka4) (1) Master’s Program in Agro-Bioresources Science and Technology, University of 
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　日本産ワタヘリゴケ属（Byssoloma，ワタヘリゴケ科）は，これまで形態と一部の地衣成分のみに基づいた分類
により 6 種が報告されてきた．演者らは共生菌や共生藻の分子データを加味した本属の分類学的再検討を行って
いるが，新たな知見が得られたので報告する．本属の 1 種であるタラヨウノビッソロマ（B. subdiscordans）は沖
縄から千葉にかけて分布すると報告されている．ところが，樹皮上のものからは地衣成分のノルスチクチン酸
（Nor）が検出されているが，生葉上からは Nor は確認されていない．地衣成分の差異は地衣類の種の識別形質と
なる場合があるため，日本産 B. subdiscordans は Nor の有無や生態の違いを含めて詳細に再検討をする必要があ
ると考えられた．演者らは，形態的に B. subdiscordans と同定される 20 点の標本を沖縄，広島，静岡，千葉から
採集し，詳細な形態，地衣成分，分子データ（共生菌は nrITS と mtSSU，共生藻は rbcL）および生態的特性につ
いて検討した．その結果，共生菌の分子系統樹によって見出された 3 つのクレードは基物と地衣体の形態，地衣
成分，共生藻の違いに関連しており，日本産 B. subdiscordans は少なくとも次の 3 種からなることが示唆された．
すなわち，第一グループは樹皮および金属製人工物上に生育し，地衣体は疣状，灰緑色 ; 地衣成分は Nor（主成分），
未同定成分 US1, US2, US3 を含む ; 共生藻は A・B 系統．第二グループは金属製人工物上に生育し，地衣体は平
滑から疣状，白から灰緑色 ; 地衣成分はNor（微量）, 未同定成分US1, US4を含む ; 共生藻はA系統．第三グループは，
生葉上に生育し，地衣体は平滑，灰緑色 ; 地衣成分は Nor（微量），未同定成分 US5を含む ; 共生藻は C系統．こ
れらの分類学的所属については B. subdiscordans のタイプ標本や関連種との比較検討により決定していく予定で
ある．
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